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国土交通省中部地方整備局清水港湾事務所 

 

 

 

 

１．概要： 

国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)の「さくらサイエンスプラン」の一環で来日した

韓国水原市の高校生１、２年生１０名が港の防災機能を学習するため清水港を訪れました。 

当日は、事務所職員による清水港の概要説明を行った後、船上あるいは陸上から清水港の

主な施設を見学しました。  

津波防災ステーションの見学の際には、清水港の防災機能の効果や施設の強度などについ

て活発に質問するなど、防災対策への関心の高さが感じられました。 
 

２．港内見学場所・見学の様子 

   別紙 
 

３．日時・場所 

   平成２８年２月１６日(火)   

１４：０５～１４：２０ 清水港の概要説明(事務所会議室) 

１４：３５～１５：１５ 船上視察(清水港内) 

１５：２０～１６：００ 防災施設見学(清水港管理局防災センター) 

１６：３０～１７：００ 冷凍マグロ倉庫視察(八州水産㈱) 
 

４．配布先 

中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、静岡県政記者クラブ、静岡市政記者室、 

港湾空港タイムス、港湾新聞、日本海事新聞、海事プレス 
 

５．問合せ先 

   国土交通省 中部地方整備局 清水港湾事務所 企画調整課 堀池 

Tel ０５４－３５２－４１４８ Fax ０５４－３５３－３０７２ 

 

 

 

 

 

『韓国水原市の高校生が清水港を視察！！』 

～清水港で「みなとの防災」を学習～ 



別紙 

 

○港内見学場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○見学の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪事務所会議室にて清水港の概要説明の様子≫ 

≪冷凍マグロ倉庫視察の様子≫ 

≪船による港内視察の様子≫ 

≪防災施設視察の様子≫ 


